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研究成果の概要（和文）：ヒトに最も系統的に近いチンパンジーにみられる「妊娠しにくい」形

質の進化の解明のため、ウガンダ共和国カリンズ森林保護区に生息する野生チンパンジーを対

象に、直接観察によるメスの性行動のデータと、ヒト用妊娠検査キットを用いた妊娠時期の判

定とをあわせて分析した。さらに、妊娠検査キットによる妊娠判定を一歩進め、2009 年度より

尿や糞試料によるホルモン分析の予備調査を行った。 
 
研究成果の概要（英文）：Chimpanzees are the closest relatives of human beings and it takes 
a relatively long time for them to get pregnant.  We studies wild chimpanzees in the 
Kalinzu Forest Reserve in Uganda. While we observed them directly, we conducted a 
pregnancy test using pregnancy test kit for humans.  From 2009, we started a preliminary 
study on hormone dynamics of wild chimpanzees using non-invasive samples, such as urine 
and feces. 
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１．研究開始当初の背景 
ヒトは、妊娠しにくい動物である。普通に

性交渉をもつ若い夫婦でも、1 年以上妊娠し
ないことはめずらしくない。2 年を越えて不
妊症と診断される夫婦も 10組に 1組はおり、
WHO は世界で 6,000 万～8,000 万組のカッ
プルが不妊であると報告している。また、妊
娠しても、約 1 割が流産してしまう。 
ヒトにもっとも系統的に近いチンパンジ

ーでも、同じように「妊娠しにくい」傾向が
見られる。これまでの研究によれば、子ども

の離乳後に発情を再開したあと、次に妊娠す
るまで平均約 6回月経サイクルを必要とする。
チンパンジーの月経サイクルは約 1ヶ月なの
で、妊娠するまでに約半年かかるわけである。 

妊娠しにくいというのは生物にとって何
よりも不利なことであり、本来ならすぐに淘
汰される形質である。実際多くの動物は 1 回
から数回の交尾で確実に妊娠するように進
化しており、ウシなどの家畜では、１回の種
付けで 95 パーセント以上妊娠するという報
告もある。妊娠しにくいという傾向がヒトと

機関番号：１４３０１ 

研究種目：基盤研究（B） 

研究期間：2007～2010 

課題番号：19405015 

研究課題名（和文） ヒト科における「妊娠しにくさ」の進化～野生チンパンジーのメスの過

剰な性行動の研究                     

研究課題名（英文） Evolution of the trait of "difficulty of getting pregnant : the study 

on extra-high frequent copulation of wild chimpanzees. 

研究代表者 

橋本 千絵（HASHIMOTO CHIE） 

    京都大学・霊長類研究所・助教 

 研究者番号：40379011 



 

 

チンパンジーに広く認められるとすれば、そ
れは個体レベルの単なる障害ではなく、長期
間妊娠しないことに積極的な理由があると
考えざるを得ない。では一体、何のために「妊
娠しにくさ」が進化してきたのだろうか。 

発情の開始から妊娠に至までの半年間、チ
ンパンジーのメスは、かなりの回数の交尾を
行う。これまで野生のチンパンジーを対象に
行われた研究によると、1 回の出産のために
数百回から千回以上の交尾を行っていると
いう。チンパンジーのメスがこれほどまで多
くの回数の交尾を行う 

理由としては、オスとの関係形成、父性認
識のかく乱による子殺しの防止、優良な遺伝
子の選択など、さまざまな仮説が唱えられて
いるが、未だ解決は見ていない。また、これ
ほど多くの交尾を行うのにもかかわらず妊
娠するまでに半年以上もかかるということ
の生理的メカニズムについても、まだ何もわ
かっていない。 
申請者らが調査を行っているウガンダ国

カリンズ森林のチンパンジーでも、メスはき
わめて高い頻度で交尾を行う。これまでの観
察では、発情メスは平均して 1 時間に約 3 回
交尾を行っており、多いときには 1 日のうち
に 10頭以上のオスと 50回以上も交尾を行う。
このような高頻度で交尾を行うメスがいる
と、たくさんのオスが集まって大きなパーテ
ィが形成される。また、発情メスの方からオ
スに接近するなど、メス自身が積極的に交尾
を開始していることもわかっている。このよ
うなフィールドでの観察により、チンパンジ
ーの妊娠しにくさの生理的メカニズムと過
剰なまでの交尾の社会的意味を解明し、ヒト
科における妊娠しにくさの進化の理解につ
なげたい。 

 
２．研究の目的 
(1) 1 回の出産のために要する月経サイクル
数と交尾の回数チンパンジーのメスの性行
動についての研究は数多くなされているが、
特定のメスの性行動を長期間にわたって詳
しく調べた研究はこれまでになく、したがっ
て 1回の出産に要する月経サイクル数や交尾
の回数については、さまざまな仮定にもとづ
く推定がなされているにすぎない。本研究で
は、数頭のメスをターゲットとして出産から
次の出産に至るまで追跡調査し、1 回の出産
に要する月経サイクル数や、その間の交尾の
相手数、交尾の回数についての実証的データ
を得る。また、妊娠に結びついた発情期と結
びつかなかった発情期で、交尾の回数や相手
にどういう違いがあったのかについても調
べ、妊娠に結びつかない発情期の特性を探る。 
(2) 早期流産の頻度と妊娠しにくさの関係 
ヒトにおいては、妊娠検査キットを用いた尿
検査によって妊娠したかどうかが簡単にチ

ェックできるようになり、これまでは見過ご
されていた妊娠初期の流産がわかるように
なってきた。これまでの研究で、こういった
ヒト用の妊娠検査キットは、チンパンジーで
も使えることがわかっている。本研究では、
ターゲットとするチンパンジーのメスにつ
いて可能な限り毎日妊娠検査キットを用い
た妊娠の有無を調べ、そのメスがいつ妊娠し
たのか、どのくらいの割合で初期流産がおき
ているのかを明らかにする。これにより、ヒ
トに見られる流産率の高さがヒト特有のも
のかどうかが明らかになる。また、発情再開
後約半年にもわたる不妊期間が、排卵や受精
の不成功によるものなのか、繰り返して起こ
る初期流産によるものなのかといった、妊娠
しにくさの生理的メカニズムの解明の糸口
をつかむことができる。 
(3) 交尾行動や生涯産子数にかかわるコスト 
発情サイクルに入っているメスは、1 回の月
経周期のうち、約 2 週間の非発情期と約 2 週
間の発情期を繰り返す。これまでの予備的な
観察では、発情期にはメスはあまり採食をせ
ず、交尾やその前後の休息、オスとの駆け引 
きに多くの時間を費やすことがわかってい
る。この研究では、ターゲットとなるメスに
ついて発情期・非発情期それぞれの遊動パタ
ーンと採食行動を調べ、それらの比較から交
尾にかかるコストを調べる。一方、1 回の妊
娠に要する期間が長くなると、出産から次の
出産までの間隔が長くなり、一生に産む子ど
もの数が少なくなり、繁殖成功度の低下とい
う大きなコストをもたらすことになる。本研
究では、これまで蓄積された出産記録もあわ
せて本調査地におけるメスの出産間隔を計
算し、妊娠に要する期間の延長が生涯産子数
をどの程度減少させるのかを具体的に明ら
かにする。 
(4) 不妊期間中の多数回交尾によってもたら
されるベネフィット 
長期にわたる不妊期間中の多数回の交尾が
もたらすベネフィットとしては、オスとの関
係形成、父性認識のかく乱による子殺しの防
止、優良な遺伝子の選択などの候補があげら
れている。これらはいずれも量的評価の難し
い項目であるが、結果として生じる子供の生
存率なら、量的に評価することができる。本
研究では、妊娠に至るまでの発情期間の長さ、
その間の交尾相手の数、交尾の回数などが、
その後生まれた子供の生存率にどのような
影響を及ぼすのかを分析する。また、不妊期
間中に頻繁に交尾を行ったオスとそうでな
いオスで、出産後のメスおよびその子との関
係に違いがあるかどうかも実証的に検証す
る。 
以上 1)～4)の分析結果をもとに、発情の再開
から次の妊娠にいたる期間の延長がもたら
すコストとベネフィットを量的に検証し、チ



 

 

ンパンジーにおける妊娠しにくさの進化の
意味を明らかにするとともに、不妊期間の延
長をもたらしている生理的メカニズムの解
明にむけたヒントをつかむ。また、この研究
で明らかになる妊娠しにくさのベネフィッ
トが、初期人類の社会やその後のヒトの進化
の過程にも当てはまるのかどうかを検討し、
ヒト科に共通する特徴としての妊娠しにく
さの意味を探る。 
 
３．研究の方法 
(1)調査地・調査対象 

調査は、ウガンダ共和国ブシェニ県のカリ
ンズ森林保護区内に生息するチンパンジーM
集団を対象として行った。M集団には、現在
62 頭のチンパンジーがおり、全個体が識別さ
れている。この集団には 22 頭のオトナのメ
スがいるが、本研究では、これまでの調査で
現在までの出産の履歴がわかっているメス 9
頭を対象として調査を行った。 
(2)メスの性的状態のモニター 

毎日、2チームに分かれて研究対象とする
9個体を探し、発見できた個体については発
情の指標となる性皮の腫脹の状態を記録し
た。追跡調査は可能な限り夕方泊まり場に落
ち着くまで継続した。 
(3)個体追跡による連続データ 
研究対象個体 9頭から 1個体を選んで、個体
追跡による連続データを収集した。追跡中に、
以下のデータを収集した。 
① 遊動についてのデータ 
GPS（Garmin 社、GPSMap61s）を用いて、追跡
個体の位置を 1分おきに記録した。 
② パーティのデータ 
チンパンジーは、パーティと呼ばれるメンバ
ー構成やサイズが柔軟に変化する一時的な
サブグループを作って遊動するが、どういう
構成やサイズのパーティに参加するか、同じ
パーティに誰がいるのかという点が、採食行
動や社会行動、性行動の分析には不可欠であ
る。この研究では、対象個体を追跡する間、
橋本が開発した 1-hour party 法（Hashimoto
他, 2001）を用いて追跡個体の参加している
パーティの構成を記録した。 
③ 採食行動と社会行動についてのデータ 
対象個体の追跡中、5分おきに採食行動と社
会行動を記録した。採食行動では、採食をし
ている樹木の種類、その樹木に存在する果実
量、食物の探索、採取、咀嚼などの行動を記
録する。また、主な食物については、5分間
ごとの採取個数も計測する。社会行動につい
ては、10 メートル以内に存在する個体に 
ついて距離と行動を記録するほか、毛づくろ
い、攻撃的行動などの直接的交渉の詳細も記
録した。また、出産後の子供の成育状況をモ
ニターするため、子供の行動と母親からの距
離についても 5分おきに記録した。 

④ 性行動 
追跡個体が発情している場合は、行ったすべ
ての交尾について、時間と相手の個体名を記
録した。また、交尾に先立つ誘いかけや接近
などの行動、交尾のあとの毛づくろいなどの
行動、交尾のあとどちらがその場を立ち去っ
たかという点なども記録し、追跡個体がその
交尾にどのような態度で臨んでいるかの分 
析に用いた。 
 
４．研究成果 
これまでの研究により、チンパンジーが１回
の出産のために数百回から千回以上の交尾
を行うことがわかっている。なぜこれほどま
で多くの回数の交尾を行うかという理由と
しては、これまで様々な仮説が提唱されてき
ているが、未だ解決はみていない。本研究で
は、メスのチンパンジーの性行動、遊動・採
食行動、生まれた子どもの生存率を調べて、
１）１回の出産のために要する月経サイクル
数と交尾の回数、２）早期流産の頻度と妊娠
しにくさの関係、３）交尾行動や生涯産子数
にかかわるコスト、４）不妊期間中の多数回
交尾によってもたらされるベネフィットに
ついて明らかにするものである。平成 20 年
度においては、前年度に引き続き４月から現
地調査員による調査を開始した。メスの性的
状態をモニターするために、発情の指標とな
る性皮の状態をチェックし、尿を採取しヒト
用の妊娠検査キットで妊娠の有無を確認し
た。また、GPS を用いて遊動を記録し、1 hour 
party 法によって一緒にいる個体を記録した。
さらに、メスが発情をした場合には、調査対
象メスの行った交尾すべてについて、時間と
相手個体名、交尾に先立つ誘いかけや接近な
どの行動、交尾後の毛づくろい、どちらが先
に立ち去ったかなどについて記録した。平成
２１年１１月には，橋本が現地に行き、調査
を行うとともに、日本人研究者が不在の間に
現地調査員がとったデータを確認し、彼らの
調査方法についてもチェックした。データは
すべて持ち帰り、古市が分析を行った。また、
チンパンジーの糞と尿を採集し、予備的なホ
ルモン分析を行った。 
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